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問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

東京での桜の見頃は過ぎつつありますが、暖かく過ごしやすい日が続いています。金山の桜もそろそろ、満開を迎える頃ですね。

　３月26日 役員会を開催しました。いよいよ６月19日（日）に開催がせまる、
総会に向けての準備の最終チェックが、今回の目的です。製作物の確認、会場
での手配詳細や当日の進行を意識した細かな内容の検討や議論を行いました。
　会場での総会開催は2019年以来、久しぶりとなります。まずは無事に開催
まで漕ぎつけられるように、また来訪される方々に、より楽しんでいただける
よう、引き続き、取り組んでまいります。
　今回の役員会では、いくつかの新たな取組や企画について、意見交換を行な
いました。こちらも、引き続き検討を進めてまいります。
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【東京金山会総会に向けて】

　上野公園や井の頭公園といった大規模な「桜の名所」では、桜の下で大きなレジャーシートを広げ
ての、いわゆる「お花見」の開催はありませんでしたが、都内各所へ満開の桜を観に出かける方も、
今年は決して少なくなかったように思います。
　近所や普段の街並みにある「桜の名所」を歩きながら見上げたり、都内の名所を歩きながら、ある
いは立ち止まりスマホをかざしたりと、それぞれのスタイルで桜にふれながら楽しむ。
　「桜そのものを楽しむ」という視点では、「観桜」という言葉の方から、より強く印象を受けるよう
にも思えます。「観桜」、新しい「桜」との向き合い方かもしれませんね。

　初めまして！集落支援員に着任した菅一生と申します。
　金山町を盛り上げ元気にするために、スポーツの力で身体と精神（こころ）から元気
にする取り組みを、更に勢いづけていくために活動していきます！最上町から移住した
ばかりなので、町内をマラソン練習で走り回り、皆さんと挨拶を交わし、早く金山色に
染まりたいです。“何かに夢中になって取り組むことができる充実した価値のある時間”
を皆さんと過ごすために、アクティブなイベントをたくさん行っていきたいと考えてい
ます。町民の皆さんには、積極的に参加していただけると嬉しいです。
　「Sound mind Sound body」これはスポーツブランドのスローガンです。「健全な
身体に健全な精神があれかし」といった意味になります。定期的なスポーツと運動で身
体を健康に保つ事で、豊かな感情を日々感じることができるという事を、私自身も皆さ
んと共有しながら活動していきたいと考えています。
　きっとその先に、明るいエネルギーで満ち溢れた元気な町があると信じています！！
どうぞよろしくお願いいたします。

　春、４月。夢と希望に満ち溢れた若者がやってきました。
　今年度の集落支援員、栗田と菅の「くりかん」コンビは、町民の皆さんが心身ともに健康な状態
を手に入れることを目的に活動していきます。スポーツを通して地域の課題解決を進めつつ、令和
５年度にはスポーツクラブを民営化するというミッションに取り組みます。その為にも、まずは足
しげく各地区の公民館に通い、スポーツと笑いを届け、スポーツ好きな仲間を増やしていきたいと
考えています。
　「just do it !」若者の勢いと発想に便乗し、町民の皆さんと１日１日行動してまいります。　

２年目の集落支援員　栗田　伸一

「花見」と「観桜」

主人公「ぱなしくん」は、脱いだパジャマはぬぎっぱ
なし、遊んだおもちゃも出しっぱなし、読んだ絵本は
開きっぱなし、髪の毛も伸ばしっぱなしの男の子。
ある日の夜、ぱなしくんのところに「ベタベタようか
い」や「むわむわようかい」「ほこりようかい」「ごち
ゃごちゃおばけ」が現れ、ぱなしくんはとっても困っ
てしまいます。
どうしたらおばけや妖怪が消えてくれるのか…。ぱな
しくんは考えます。
子供が「自分からかたづける」きっかけをくれる絵本
です。
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（柴田ケイコ/作・絵
　　　　　PHP研究所）

パワーアップして頑張ります！
集落支援員に新しく菅さんが着任しました！

金山町
集落支援員

菅　一生（22）
出身：最上町

かん いっせい

◀東京の桜の開花宣言の基準となる標本木・靖国神社内


